
（
護
岸
の
要
求
性
能
）

（
護
岸
の
要
求
性
能
）

第
二
十
条

（
略
）

第
二
十
条

（
略
）

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
護
岸
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各

号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、不
特
定
か
つ
多
数
の
者
の
利
用
に
供
す
る
護
岸
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、

当
該
護
岸
の
利
用
者
の
安
全
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
と

す
る
。

一

環
境
の
保
全
を
図
る
護
岸
の
要
求
性
能

当
該
護
岸
の
本
来
の
機
能
を
損
な
わ
ず
港
湾
の
環
境
を
保
全
で

き
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

（
新
設
）

二

不
特
定
か
つ
多
数
の
者
の
利
用
に
供
す
る
護
岸
の
要
求
性
能

当
該
護
岸
の
利
用
者
の
安
全
を
確
保
で
き

る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

（
新
設
）

（
岸
壁
の
要
求
性
能
）

（
岸
壁
の
要
求
性
能
）

第
二
十
六
条

（
略
）

第
二
十
六
条

（
略
）

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
岸
壁
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各

号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
耐
震
強
化
施
設
で
あ
る
岸
壁
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
レ
ベ
ル
二
地
震

動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
軽
微
な
修
復
に
よ
る
レ
ベ
ル
二
地
震
動
の
作
用
後
に
当
該
岸
壁
に
必
要
と
さ

れ
る
機
能
の
回
復
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
岸
壁
が
置
か
れ
る
自
然
状
況
、
社
会

状
況
等
に
よ
り
、
更
に
耐
震
性
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
岸
壁
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
レ
ベ
ル
二
地
震

動
の
作
用
後
に
当
該
岸
壁
に
必
要
と
さ
れ
る
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な

い
こ
と
と
す
る
。

一

環
境
の
保
全
を
図
る
岸
壁
の
要
求
性
能

当
該
岸
壁
の
本
来
の
機
能
を
損
な
わ
ず
港
湾
の
環
境
を
保
全
で

き
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

（
新
設
）

二

耐
震
強
化
施
設
で
あ
る
岸
壁
の
要
求
性
能

レ
ベ
ル
二
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
軽
微
な
修

復
に
よ
る
レ
ベ
ル
二
地
震
動
の
作
用
後
に
当
該
岸
壁
に
必
要
と
さ
れ
る
機
能
の
回
復
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
岸
壁
が
置
か
れ
る
自
然
状
況
、
社
会
状
況
等
に
よ
り
、
更
に
耐
震
性
を
向
上
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
岸
壁
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
レ
ベ
ル
二
地
震
動
の
作
用
後
に
当
該
岸
壁
に
必
要
と
さ
れ
る

機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

（
新
設
）

（
桟
橋
の
要
求
性
能
）

（
桟
橋
の
要
求
性
能
）

第
二
十
九
条

（
略
）

第
二
十
九
条

（
略
）

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
桟
橋
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各

号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
耐
震
強
化
施
設
で
あ
る
桟
橋
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
レ
ベ
ル
二
地
震

動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
軽
微
な
修
復
に
よ
る
レ
ベ
ル
二
地
震
動
の
作
用
後
に
当
該
桟
橋
に
必
要
と
さ

れ
る
機
能
の
回
復
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
桟
橋
が
置
か
れ
る
自
然
状
況
、
社
会

状
況
等
に
よ
り
、
更
に
耐
震
性
を
必
要
と
す
る
桟
橋
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
レ
ベ
ル
二
地
震
動
の
作
用
後

に
当
該
桟
橋
に
必
要
と
さ
れ
る
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
と
す

る
。

一

環
境
の
保
全
を
図
る
桟
橋
の
要
求
性
能

当
該
桟
橋
の
本
来
の
機
能
を
損
な
わ
ず
港
湾
の
環
境
を
保
全
で

き
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

（
新
設
）

二

耐
震
強
化
施
設
で
あ
る
桟
橋
の
要
求
性
能

レ
ベ
ル
二
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
軽
微
な
修

復
に
よ
る
レ
ベ
ル
二
地
震
動
の
作
用
後
に
当
該
桟
橋
に
必
要
と
さ
れ
る
機
能
の
回
復
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
桟
橋
が
置
か
れ
る
自
然
状
況
、
社
会
状
況
等
に
よ
り
、
更
に
耐
震
性
を
必
要
と
す
る

桟
橋
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
レ
ベ
ル
二
地
震
動
の
作
用
後
に
当
該
桟
橋
に
必
要
と
さ
れ
る
機
能
を
損
な

わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

（
新
設
）

（
荷
役
機
械
の
要
求
性
能
）

（
荷
役
機
械
の
要
求
性
能
）

第
四
十
二
条

固
定
式
荷
役
機
械
及
び
軌
道
走
行
式
荷
役
機
械
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て「
荷
役
機
械
」と
い
う
。）

の
要
求
性
能
は
、
安
全
か
つ
円
滑
な
貨
物
の
荷
役
を
図
る
も
の
と
し
て
、
貨
物
の
安
全
か
つ
円
滑
な
荷
役
が
行

え
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
当
該
荷
役
機
械
が
、
船
舶
の
係
留
及
び
離
着
岸
の
支
障
と
な
ら
な
い
よ
う
、
国

土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

第
四
十
二
条

固
定
式
荷
役
機
械
及
び
軌
道
走
行
式
荷
役
機
械
（
以
下
「
荷
役
機
械
」と
い
う
。）の
要
求
性
能
は
、

安
全
か
つ
円
滑
な
貨
物
の
荷
役
を
図
る
も
の
と
し
て
、
貨
物
の
安
全
か
つ
円
滑
な
荷
役
が
行
え
る
も
の
で
あ
る

と
と
も
に
、
当
該
荷
役
機
械
が
、
船
舶
の
係
留
及
び
離
着
岸
の
支
障
と
な
ら
な
い
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定

め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

平成年月日 火曜日 (号外第号)官 報
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